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MIC Worship Service – 2023.01.15 
Title: “Our Identity in Christ” 

タイトル：「キリストにある私たちのアイデンティティー」 
 
Text: Colossians 3:1~17, NIV 
1 Since, then, you have been raised with Christ, set your hearts on things above, where Christ is, seated 
at the right hand of God. 2 Set your minds on things above, not on earthly things. 3 For you died, and 
your life is now hidden with Christ in God. 4 When Christ, who is your life, appears, then you also will 
appear with him in glory. 

5 Put to death, therefore, whatever belongs to your earthly nature: sexual immorality, impurity, lust, evil 
desires and greed, which is idolatry. 6 Because of these, the wrath of God is coming. 7 You used to walk in 
these ways, in the life you once lived. 8 But now you must also rid yourselves of all such things as these: 
anger, rage, malice, slander, and filthy language from your lips. 9 Do not lie to each other, since you have 
taken off your old self with its practices10 and have put on the new self, which is being renewed in 
knowledge in the image of its Creator. 11 Here there is no Gentile or Jew, circumcised or 
uncircumcised, barbarian, Scythian, slave or free, but Christ is all, and is in all. 

12 Therefore, as God’s chosen people, holy and dearly loved, clothe yourselves with compassion, 
kindness, humility, gentleness and patience. 13 Bear with each other and forgive one another if any of 
you has a grievance against someone. Forgive as the Lord forgave you. 14 And over all these virtues put 
on love, which binds them all together in perfect unity. 

15 Let the peace of Christ rule in your hearts, since as members of one body you were called to 
peace. And be thankful. 16 Let the message of Christ dwell among you richly as you teach and admonish 
one another with all wisdom through psalms, hymns, and songs from the Spirit, singing to God with 
gratitude in your hearts.17 And whatever you do, whether in word or deed, do it all in the name of the 
Lord Jesus, giving thanks to God the Father through him. 

テキスト：コロサイ人への手紙 3:1-17 

 

1 こういうわけで、もしあなたがたが、キリストとともによみがえらされたのなら、上にある

ものを求めなさい。そこにはキリストが、神の右の座を占めておられます。2 あなたがたは、

地上のものを思わず、天にあるものを思いなさい。3 あなたがたはすでに死んでおり、あなた

がたのいのちは、キリストとともに、神のうちに隠されてあるからです。4 私たちのいのちで

あるキリストが現れると、そのときあなたがたも、キリストとともに、栄光のうちに現れます。 

 

5 ですから、地上のからだの諸部分、すなわち、不品行、汚れ、情欲、悪い欲、そしてむさぼ

りを殺してしまいなさい。このむさぼりが、そのまま偶像礼拝なのです。6 このようなことの

ために、神の怒りが下るのです。7 あなたがたも、以前、そのようなものの中に生きていたと

きは、そのような歩み方をしていました。8 しかし今は、あなたがたも、すべてこれらのこと、

すなわち、怒り、憤り、悪意、そしり、あなたがたの口から出る恥ずべきことばを、捨ててし

まいなさい。9 互いに偽りを言ってはいけません。あなたがたは、古い人をその行いといっし

ょに脱ぎ捨てて、10 新しい人を着たのです。新しい人は、造り主のかたちに似せられてます

ます新しくされ、真の知識に至るのです。11 そこには、ギリシヤ人とユダヤ人、割礼の有無、

未開人、スクテヤ人、奴隷と自由人というような区別はありません。キリストがすべてであり、

すべてのうちにおられるのです。 

 

12 それゆえ、神に選ばれた者、聖なる、愛されている者として、あなたがたは深い同情心、
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慈愛、謙遜、柔和、寛容を身に着けなさい。13 互いに忍び合い、だれかがほかの人に不満を

抱くことがあっても、互いに赦し合いなさい。主があなたがたを赦してくださったように、あ

なたがたもそうしなさい。14 そして、これらすべての上に、愛を着けなさい。愛は結びの帯

として完全なものです。 

 

15 キリストの平和が、あなたがたの心を支配するようにしなさい。そのためにこそあなたが

たも召されて一体となったのです。また、感謝の心を持つ人になりなさい。16 キリストのこ

とばをあなたがたのうちに豊かに住まわせ、知恵を尽くして互いに教え、互いに戒め、詩と賛

美と霊の歌とにより、感謝にあふれて心から神に向かって歌いなさい。17 あなたがたのする

ことは、ことばによる行いによるとを問わず、すべて主イエスの名によってなし、主によって

父なる神に感謝しなさい。 

 
Introduction 

ILLUSTRATION: When King Edward VIII, uncle of the late Queen Elizabeth II, died in Paris, a TV tribute 
was shown. It narrated the highlights of his life including an interview in which he answered questions 
about his childhood, his brief reign, and his eventual abdication.// Talking about his father, he said: "My 
father [King George V] was a strict disciplinarian. Sometimes when I had done something wrong, he 
would admonish me, saying, 'My dear boy, you must always remember who you are.'" 

故エリザベス二世の叔父にあたるエドワード八世がパリで亡くなったとき、テレビで追悼番組

が放映されました。その中で、幼少期、短い在位期間、そして退位についての質問に答えるイ

ンタビューなど、彼の人生のハイライトが語られました。その中で、自身の父親について、彼

はこう語っています。「父（ジョージ 5 世）はしつけについて厳格でした。私が何か悪いこと

をすると、『愛する息子よ、自分が誰であるかを常に覚えておきなさい』と言って、私を諭す

こともありました。」 

“You must always remember who you are.”  

「自分が誰であるかを常に覚えておきなさい」 

Do not forget your identity. Let’s receive God’s Word today, as it reminds us of our new identity in Christ. 
Let’s remember who we are in Christ! 

自分のアイデンティティーを忘れてはいけません。キリストにある私たちの新しいアイデンテ

ィティーを思い出させてくれる神の御言葉を今日も受け取りましょう。私たちがキリストにあ

って何者であるかを覚えておきましょう。 

You might recall that we’ve been intermittently working through this epistle that the Apostle Paul wrote 
to the Colossian church. He clearly communicated in the first two (2) chapters that Christ is sufficient for 
us. There’s nothing else to be added to the person or work of Jesus. He is more than enough.  

使徒パウロがコロサイの教会に宛てて書いたこの手紙を、私たちは継続して読み進めてきたこ

とを思い出してください。彼は最初の 2 章で、キリストが私たちにとって十分であることを明

確に伝えています。イエスという人物や働きのほかに、付け加えるべきものは何もありません。

彼は十分すぎるほどのお方なのです。 
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And in this chapter, we are introduced to the practical side of the doctrines we have already learned. It 
teaches us to let Christ permeate our daily life. Indeed, it impacts everything when we consider who we 
are in light of what our Lord Jesus has done for us.  

そして、この章では、私たちがすでに学んだ教義の実践面について紹介されています。それは、

キリストを私たちの日常生活に浸透させることを教えています。実際、私たちの主イエスが私

たちのためにしてくださったことに照らして、私たちが何者であるかを考えるとき、それはす

べてに影響を及ぼします。 

I. Our identity in Christ – verses 1~4 

I. キリストにある私たちのアイデンティティー 1〜4節 

Who are you? Verses 1 to 4 remind us of who we are and then tells us to set our minds on this reality. 

あなたは何者ですか。1〜4 節は、私たちがどのような者であるのかを思い出させ、そしてこの

現実に心を向けるように教えています。 

1 Since, then, you have been raised with Christ, set your hearts on things above, where Christ is, seated 
at the right hand of God. 2 Set your minds on things above, not on earthly things. 3 For you died, and your 
life is now hidden with Christ in God. 4 When Christ, who is your life, appears, then you also will appear 
with him in glory. 
 

1 こういうわけで、もしあなたがたが、キリストとともによみがえらされたのなら、上にある

ものを求めなさい。そこにはキリストが、神の右の座を占めておられます。2 あなたがたは、

地上のものを思わず、天にあるものを思いなさい。3 あなたがたはすでに死んでおり、あなた

がたのいのちは、キリストとともに、神のうちに隠されてあるからです。4 私たちのいのちで

あるキリストが現れると、そのときあなたがたも、キリストとともに、栄光のうちに現れます。 

Let us focus on the two (2) truths mentioned in this passage. 

この箇所で述べられている 2つの真理に注目しましょう。 

A. Truth #1: Christ is seated at the right hand of God (v.1). Our Lord Jesus Christ died on the cross to 
pay the price of our sins and was buried. After three (3) days, He miraculously came back to life and 
remained on earth for 40 more days. This fact was attested to by many witnesses (1 Corinthians 15:3~8). 
Then, He went up to heaven. This is called the Ascension of Christ.  

A. 真理その 1：キリストは、神の右の座を占めておられます（1節）。 

私たちの主イエス・キリストは、私たちの罪の代価を払うために十字架上で死なれ、葬られま

した。そして、3 日後に奇跡的に生き返り、さらに 40 日間地上にとどまられました。この事実

は、多くの証人によって証明されています（1 コリント 15 章 3-8 節）。そして、天に上られま

した。これをキリストの昇天と言います。 

Right now, Jesus is exalted to God’s right hand and reigns over everything. As Jesus himself said, “All 
authority in heaven and on earth has been given to me” (Matthew 28:18). 
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今、イエスは神の右の手に昇られ、すべてのものの上に君臨しておられるのです。イエス様ご

自身が言われたように、「わたしには天においても、地においても、いっさいの権威が与えら

れています。」（マタイ 28章 18節） 

Jesus is on heaven’s throne. That’s the first truth that Paul wants us to know. 

イエス様は天の玉座におられます。それが、パウロが私たちに知ってほしい最初の真理です。 

B. Truth #2: What’s true of Jesus becomes true of us too. When we trust Jesus, we become so closely 
associated with Him that we are able to partake of His blessed life.  

B. 真理その 2：イエス様の真理は、私たちの真理にもなります。 

私たちがイエス様を信頼するとき、私たちはイエス様と密接な関係になり、イエス様の祝福さ

れた人生にあずかることができるのです。 

Dr. John MacArthur: “Because of their union with Christ, believers spiritually entered his death and 
resurrection at the moment of their conversion and have been and are now alive in him so as to 
understand spiritual truths, realities, blessings, and the will of God.”  

ジョン・マッカーサー博士はこう語っています。「信者はキリストとの結合により、改心の瞬

間に、キリストの死と復活に霊的に入り、霊的真理、現実、祝福、神の意志を理解するように、

キリストのうちに生きてきたし、今も生きています。」 

What more? In the future, we will join Jesus in His eternal reign.  

さらに将来、私たちはイエス様の永遠の支配のうちに加わるのです。 

Revelation 3:21 -  “To the one who is victorious, I [Jesus Christ] will give the right to sit with me on my 
throne, just as I was victorious and sat down with my Father on his throne.” 
 

ヨハネの黙示録 3章 21節「勝利を得る者を、わたし[イエスキリスト]とともにわたしの座に

着かせよう。それは、わたしが勝利を得て、わたしの父とともに父の御座に着いたのと同じで

ある。」 
 
In a sense, we already participate in this now.  
 

そしてある意味で、私たちはすでにこれに加わっているのです。 
 
Ephesians 2:6 - And God raised us up with Christ and seated us with him in the heavenly realms in Christ 
Jesus, 
 

エペソ人への手紙 2章 6節：キリスト・イエスにあって、ともによみがえらせ、ともに天の所

にすわらせてくださいました。  

Once again, Colossians 3:1~4 reminds us of our new identity and new reality in Jesus Christ. Moreover, it 
tells us to set our minds where Christ has already put us. Neither forget nor belittle our identity in Christ.  

繰り返しますが、コロサイ人への手紙 3 章 1-4 節は、私たちがイエス・キリストにある新しい

アイデンティティーと新しい現実を思い起こさせてくれます。さらに、キリストがすでに私た
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ちを置いてくださったところに心を置くようにと教えています。キリストにある私たちのアイ

デンティティーを忘れたり、軽んじたりしてはいけません。 

APPLICATION: Paul isn’t telling us to quit this world. He’s not telling us to resign from our jobs or to stop 
caring about familial or business concerns. In fact, Paul has instructions for us on how to act in these 
areas in the succeeding verses (18~24). 

パウロは、この世を捨てるようにと言っているのではありません。仕事を辞めなさいと言って

いる訳でも、家庭や仕事のことを考えないようにと言っている訳でもありません。実際、パウ

ロはこの後の節（18-24 節）で、これらの領域において、私たちがどのように行動すべきかを

教えています。 

What Paul is saying is for us to live our lives here on earth, doing very ordinary things like studying, 
working, cooking, etc. in light of our new identity. Never let who you are in Jesus be forgotten. Always 
remember your true identity in Him. 

パウロはここで、私たちがこの地上において、勉強や仕事、料理などのごく普通のことを、新

しいアイデンティティーに照らして実践するようにと言っています。イエスにある自分という

ものを決して忘れてはいけません。イエスにある自分の本当の姿をいつも忘れないでください。 

II. Our behavior must demonstrate our identity in Christ – verses 5~17 

II. 私たちの行動は、キリストにある私たちのアイデンティティーを示すものでなければなりま

せん – 5〜17節 

How? Basically, there are two (2) things we must do: Forsake certain attitudes and actions & cultivate 
certain attitudes and actions 

どのようにしたら良いのでしょうか。基本的に、私たちがしなければならないことは 2 つあり

ます。ある特定の態度や行動を捨てること、そしてある特定の態度や行動を育てることです。 

A. Forsake certain attitudes and actions – verses 5~11 

A. ある特定の態度や行動を捨てること – 5〜11節 

The 1st part of verse 5 says, “Put to death, therefore, whatever belongs to your earthly nature…” The 
language he used is violent! Not so different from what our Lord Jesus talked about on how to get rid of 
what causes us to sin. 

5 節の前半には、「…地上のからだの諸部分、…殺してしまいなさい。」とあります。この言

葉は暴力的です。私たちの主イエスが、罪の原因となるものを取り除く方法について話された

時と同じような語調です。 

Matthew 5:29~30 - 29 If your right eye causes you to stumble, gouge it out and throw it away. It is better 
for you to lose one part of your body than for your whole body to be thrown into hell. 30 And if your right 
hand causes you to stumble, cut it off and throw it away. It is better for you to lose one part of your 
body than for your whole body to go into hell. 
 

マタイの福音書 5章 29-30節 
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29 もし、右の目が、あなたをつまずかせるなら、えぐり出して、捨ててしまいなさい。から

だの一部を失っても、からだ全体ゲヘナに投げ込まれるよりは、よいからです。30 もし、右

の手があなたをつまずかせるなら、切って、捨ててしまいなさい。からだの一部を失っても、

からだ全体ゲヘナに落ちるよりは、よいからです。 

 
Certain behaviors are incompatible with our identity in Christ. When we remember who we are, we will 
have to put these things away. What are they? 

 

ある種の行動は、キリストにある私たちのアイデンティティーと相容れないものです。自分が

何者であるかを思い出すとき、私たちはこれらのものを捨てなければならないのです。では、

それらは一体何でしょうか？ 

 
Paul identifies three (3) areas of life that we must be careful of: 

パウロは、人生の中で注意しなければならないことを 3つ挙げています。 

1. Sexual immorality — “Put to death, therefore, whatever belongs to your earthly nature: sexual 
immorality, impurity, lust, evil desires … ” (3:5a). Paul is talking about sexual sins covering both 
thoughts and actions. He is exhorting us to live up to our God-given identity. That is, to put to death the 
areas of our sex lives that are dishonoring to Him. Rather, honor Him with it.  

1. 性的不品行-「ですから、地上のからだの諸部分、すなわち、不品行、汚れ、情欲、悪い欲、

そしてむさぼりを殺してしまいなさい。…」（3 章 5 節前半）。パウロは性的な罪について、

思考と行動の両面から話しています。彼は私たちが神から与えられたアイデンティティーに忠

実に生きるように勧めているのです。つまり、私たちの性生活の中で、神を辱めるような部分

を死滅させることです。むしろ、その様にすることで主を敬わなければならないのです。 

Please don’t misunderstand what Paul is saying here: sex is good. It’s a gift from God. Enjoy sex within 
the boundaries God has given it. Don’t defile sex by going out of its biblical parameters. For example, 
singles, don’t engage in sexual activities until you’re married (fornication). If you’re married, “Drink from 
your own cistern” (Proverbs 5:15).  

パウロがここで言っていることを誤解しないでください。性行為は良いものであり、神様から

の贈り物なのです。神様が与えられた境界線の中で性行為を楽しんでください。聖書の規定か

ら外れて、性を汚してはいけません。例えば、独身の人は結婚するまで性行為をしないことで

す（姦淫）。もしあなたが結婚しているなら、「あなたの水ためから、水を飲め。…」（箴言

5章 15節）と言うことです。 

Hebrews 13:4 - Marriage should be honored by all, and the marriage bed kept pure, for God will judge 
the adulterer and all the sexually immoral. 

ヘブル人への手紙 13章 4節 

結婚がすべての人に尊ばれるようにしなさい。寝床を汚してはいけません。なぜなら、神は不

品行な者と姦淫を行う者とをさばかれるからです。 
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Be faithful to your spouse. I believe, this sin can be minimized or avoided if married couples continually 
grow in intimacy. Sex must never be weaponized (for example, withholding it) to punish your spouse. 

配偶者に対して誠実でいて下さい。私は、夫婦が絶えず親密さを深めていけば、この罪は最小

限に抑えられるか、避けられると信じています。性行為を決して配偶者を罰するための武器に

してはいけません（例えば、セックスを控えるなど）。 

I Corinthians 7:2~5 - 2 But since sexual immorality is occurring, each man should have sexual relations 
with his own wife, and each woman with her own husband. 3 The husband should fulfill his marital duty 
to his wife, and likewise the wife to her husband. 4 The wife does not have authority over her own body 
but yields it to her husband. In the same way, the husband does not have authority over his own body 
but yields it to his wife. 5 Do not deprive each other except perhaps by mutual consent and for a time, so 
that you may devote yourselves to prayer. Then come together again so that Satan will not tempt 
you because of your lack of self-control.  
 

コリント人への手紙 第一 7章 2-5節 

2 しかし、不品行を避けるため、男はそれぞれ自分の妻を持ち、女もそれぞれ自分の夫を持ち

なさい。3 夫は自分の妻に対して義務を果たし、同様に妻も自分の夫に対して義務を果たしな

さい。4 妻は自分のからだに関する権利を持ってはおらず、それは夫のものです。同様に夫も

自分のからだについての権利を持っておらず、それは妻のものです。5 互いの権利を奪い取っ

てはいけません。ただし、祈りに専念するために、合意の上でしばらく離れていて、また再び

いっしょになるというのならかまいません。あなたがたが自制力を欠くとき、サタンの誘惑に

かからないためです。 

2. Greed — “and greed, which is idolatry” (3:5b).   

2. むさぼり-「このむさぼりが、そのまま偶像礼拝なのです。」（3章 5節後半）  

God is so good to us. He’s given us so much. But there’s something in us that thinks that we need more, 
that we have to have more if we’re going to be happy. Paul calls this “greed”, and it’s a form of idolatry. 
Idolatry is excessive attachment or devotion to something instead of God. History is littered with ruined 
lives because of greed and idolatry. 

神様は私たちにとても良くして下さいます。神様は私たちに多くのものを与えて下さいました。

しかし、私たちの中には、もっと必要だ、もっと持たなければ幸せになれないと考えるものが

います。パウロはこれを「むさぼり」と呼んでいますが、これは偶像礼拝の一種です。偶像礼

拝とは、神ではなく、何かに過度に執着したり、尽くしたりすることです。歴史の中には、む

さぼりと偶像礼拝のために破滅した人がたくさんいます。 

C.S. Lewis: “Human history is the long terrible story of man trying to find something other than God 
which will make him happy.” 

C.S.ルイスは、こう述べています。「人間の歴史は、神以外の何か自分を幸せにするものを見

つけようとする人間の長く恐ろしい物語である」。 

3. Relational sins — Paul also mentions relational sins. “8 But now you must also rid yourselves of all 
such things as these: anger, rage, malice, slander, and filthy language from your lips. 9 Do not lie to 
each other, since you have taken off your old self with its practices” (vv.8~9a). 
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3. 人間関係の罪  

パウロは人間関係の罪にも言及しています。「8 しかし今は、あなたがたも、すべてこれらの

こと、すなわち、怒り、憤り、悪意、そしり、あなたがたの口から出る恥ずべきことばを、捨

ててしまいなさい。9 互いに偽りを言ってはいけません。あなたがたは、古い人をその行いと

いっしょに脱ぎ捨てて、」(8-9節) 

Paul warns us what’s at stake: “Because of these the wrath of God is coming” (3:6). This is serious! He 
also reminds us why we no longer have to do these things: “…since you have taken off your old 
self with its practices 10 and have put on the new self, which is being renewed in knowledge in the 
image of its Creator” (vv. 9b~10). 

パウロは、「このようなことのために、神の怒りが下るのです。」（3 章 6 節）と、何が問題

なのかを警告しています。これは深刻なことです。彼はまた、なぜ私たちがもはやこれらのこ

とをする必要がないのかを思い出させてくれます。「…あなたがたは、古い人をその行いとい

っしょに脱ぎ捨てて、10 新しい人を着たのです。新しい人は、造り主のかたちに似せられて

ますます新しくされ、真の知識に至るのです。」(9-10節) 

Paul under the guidance of the Holy Spirit is telling us that certain behaviors — sex outside of marriage, 
greed, and relational sins — are incompatible with who we are now. We must relentlessly avoid and 
seriously eradicate them because they’re just not who we are anymore. 

聖霊の導きのもとで、パウロは、ある種の行動、つまり、結婚外の性行為やむさぼりや人間関

係の罪が、今の私たちと相容れないものであることを語っています。それらはもう私たちらし

くない行動であり、執拗に避け、真剣に根絶しなければならないのです。 

Here’s the flip side: Christianity is not all about prohibitions (don’ts) but it also teaches us how to live 
according to God’s will (do’s). 

しかし、裏を返すと、キリスト教は禁止事項（してはならない）ばかりではなく、神様の意思

に沿った生き方（しなさい）も教えてくれるのです。 

B. Cultivate certain attitudes and actions – verses 12~17 

B. ある特定の態度や行動を育てる – 12〜17 節 

12 Therefore, as God’s chosen people, holy and dearly loved, clothe yourselves with compassion, kindness, 
humility, gentleness and patience.  

12 それゆえ、神に選ばれた者、聖なる、愛されている者として、あなたがたは深い同情心、

慈愛、謙遜、柔和、寛容を身に着けなさい。 

What a list. Notice how relational all of this is. And just in case we miss the point, Paul underlines the 
importance of forgiveness and love: 

なんというリストでしょう。このすべてが、いかに人間関係に深く結びつくものであるかに注

目してください。そして念のために言いますが、パウロは赦しと愛の重要性を強調しているの

です。 
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Colossians 3:13~14 - 13 Bear with each other and forgive one another if any of you has a grievance 
against someone. Forgive as the Lord forgave you. 14 And over all these virtues put on love, which binds 
them all together in perfect unity. 

コロサイ人への手紙 3章 13-14節 

13 互いに忍び合い、だれかがほかの人に不満を抱くことがあっても、互いに赦し合いなさい。

主があなたがたを赦してくださったように、あなたがたもそうしなさい。14 そして、これら

すべての上に、愛を着けなさい。愛は結びの帯として完全なものです。 

Verses 15 to 17 apply this specifically to the church. One of the ways we live out who we are is to live it 
out in the context of the church. That’s what we’re doing here — our ministry of the Word and song and 
life together — is so important. It’s not optional. It’s living out who we are. 

15〜17 節は、これを具体的に教会に当てはめています。私たちが自分自身を生き抜く方法の一

つは、教会という文脈の中で生き抜くことです。それは私たちがここで実践していること、つ

まり、御言葉と賛美の働き、そして共に生活することです。それはとても大切なことなのです。

オプションではありません。私たちが自分自身を生き抜くことなのです。 

The believer lives his life -- all of it -- for Jesus. His desire is to do the things that he may do in the name 
of the Lord Jesus Christ. He will persevere in the difficulty of doing such things, knowing that he is doing 
them in the name of His Lord. 

信者は自分の人生を、そのすべてを、イエスのために生きます。私たちの願いは、主イエス・

キリストの御名によって、できるすべてを行うことです。信者は、そのようなことをする難し

さの中で耐え、主の御名においてそれを行っていることを自覚して、生きるのです。 

Conclusion/Application 

The Epistle to the Colossians was not written to fictitious people. It was written by Saint Paul while in jail 
to people with real lives and real problems. It reminds them of their new identity in Jesus Christ and 
how it should inform and impact their daily lives. 

コロサイ人への手紙は、架空の人々に向けて書かれたものではありません。使徒パウロが獄中

で、現実の生活と現実の問題を抱えた人々に向けて書いたものです。この手紙は、イエス・キ

リストにある彼らの新しいアイデンティティーと、それがどのように彼らの日常生活に影響を

与えるべきかを思い起こさせるものです。 

But it doesn’t end there. When we have trusted our Lord Jesus, what’s true of Him becomes true of us 
as well. We have been raised with Him. We will reign with Him. So never forget who you are in Christ, 
and behave like it. 

しかし、それで終わりではありません。私たちが主イエスを信じた時、主イエスの真理は私た

ちの真理にもなるのです。私たちは主イエスと共によみがえりました。私達は彼と共に支配す

るのです。ですから、キリストにある自分を決して忘れず、その通りに行動してください。 

King Edward VIII didn’t heed his father’s advice. His father told him to always remember who he is. But 
he didn’t. However, Paul turns to us and says, “Remember who you are in Jesus; that’s you’re new 
identity.” Will we? 
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エドワード 8 世は父親の忠告を聞きませんでした。父親が「自分が何者なのかを常に覚えてお

くように」と言ったにも関わらず、彼はそうしなかったのです。しかし、パウロは私たちに向

かって、「イエスにある自分自身を覚えておきなさい。それがあなたの新しいアイデンティテ

ィーですよ。」と言っています。私たちはその忠告に従うことができるでしょうか。 

 

 


